
日商簿記 3 級 模擬試験 2024③ 制限時間 60 分 
第１問（45 点） 
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、答案用

紙の（  ）内に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。

1．商品￥400,000 をクレジット払いの条件で販売するとともに、信販会社へのクレジット手数料（販売代金の 5％）

を計上した。

  ア．売上 イ．仕入 ウ．売掛金 エ．買掛金

  オ．クレジット買掛金 カ．クレジット売掛金 キ．支払手数料 ク．支払利息

2．建物の改築と修繕を行い、代金￥30,000,000 を普通預金口座から支払った。うち建物の資産価値を高める支

出額（資本的支出）は￥21,000,000 であり、建物の現状維持するための支出額（収益的支出）￥9,000,000 は

である。

  ア．支払手数料 イ．当座預金 ウ．普通預金 エ．建物

  オ．修繕費 カ．貸倒引当金 キ．車両 ク．前払費用

3．得意先が倒産し、前年度の商品売上にかかわる売掛金￥40,000 が回収できなくなったので、貸倒れの処 理
を行う。なお、貸倒引当金の残高は￥35,000 である。 

  ア．貸倒引当金 イ．償却債権取立益 ウ．貸倒損失 エ．貸倒引当金繰入

  オ．売上 カ．売掛金 キ．買掛金 ク．受取手形

4．店舗用の建物￥900,000 を購入し、不動産業者への仲介手数料￥30,000 とともに小切手を振り出して支払っ

た。

  ア．建物 イ．支払手数料 ウ．支払手形 エ．当座預金

5．昨年度に得意先が倒産し、そのさいに売掛金￥800,000 の貸倒れ処理を行っていたが、本日、得意先の清算に

伴い￥60,000 の分配を受け、同額が普通預金口座へ振り込まれた。 
  ア．貸倒引当金 イ．貸倒損失 ウ．売掛金 エ．売上

  オ．普通預金 カ．償却債権取立益 キ．受取手数料 ク．当座預金

6．取引銀行から、取立依頼していた約束手形￥161,000 が無事決済され、当座預金口座に入金された旨の連絡が

届いた。

  ア．現金 イ．当座預金 ウ．支払手形 エ．受取手形

  オ．普通預金 カ．売上 キ．未収入金 ク．手形貸付金

7．前期末の決算において、未使用の郵便切手￥6,400 と収入印紙￥18,200 を貯蔵品に振り替えていたが、当期

首に再振替仕訳を行う。

  ア．消耗品費 イ．租税公課 ウ．法定福利費 エ．貯蔵品

  オ．福利厚生費 カ．支払利息 キ．法人税等 ク．通信費

8．従業員にかかる健康保険料￥278,000 を普通預金口座から納付した。このうち従業員負担分￥139,000 は、社

会保険料預り金からの支出であり、残額は会社負担分である。

  ア．現金 イ．普通預金 ウ．当座預金 エ．給料

  オ．福利厚生費 カ．法定福利費 キ．従業員立替金 ク．社会保険料預り金 
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 仕         訳 
借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

2 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

3 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

4 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

5 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

6 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

7 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

8 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
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9．当社は、仕入先に対する買掛金￥119,000 の支払いを電子債権記録機関で行うため、取引銀行を通じて債務の

発生記録を行った。なお、債務者請求方式によるものとする。 
  ア．仕入 イ．売掛金 ウ．買掛金 エ．支払手形 
  オ．電子記録債権 カ．受取手形 キ．電子記録債務 ク．売上 
 
10．決算において、当座預金勘定の残高が￥95,000（貸方）となっているが、これは全額が当座借越によるもの

であるため、適切な勘定へ振り替える。 
  ア．普通預金 イ．当座預金 ウ．手形貸付金 エ．当座借越 
 
11．以前に取引先に注文していた商品￥70,000（税抜き価格）が手許に届いた。消費税は代金の 10％であり、

税抜方式で記帳する。なお、同商品の注文にさいしては総額の 2 割に相当する額を内金として小切手を振り出

して支払っており、残額は翌月末に支払うことになっている。 
  ア．前払金 イ．前受金 ウ．未払金 エ．仮受消費税 
  オ．買掛金 カ．仮払法人税等 キ．仮払消費税 ク．仕入 
 
12．南北銀行と東西信用金庫に当座預金口座を開設し、それぞれの当座預金に現金￥500,000 を預け入れた。た

だし、管理のために口座ごとに勘定を設定することとした。 
  ア．普通預金 イ．当座預金東西信用金庫 ウ．当座預金南北銀行 エ．現金  
 
13．従業員の出張にあたり、旅費の概算額￥50,000 を支払っていたが、本日、帰社したため旅費の精算を行い、

残額￥1,200 を現金で受け取った。 
  ア．未払金 イ．前払金 ウ．仮払金 エ．旅費交通費 
  オ．現金 カ．仮受金 キ．前払費用 ク．未払費用 
 
14．新店舗を賃借し、1 か月分の家賃￥150,000、敷金￥300,000、仲介手数料￥150,000 を普通預金口座から振

り込んだ。 
  ア．支払手数料 イ．前払金 ウ．支払家賃 エ．修繕費 
  オ．建物 カ．支払保険料 キ．差入保証金 ク．普通預金 
 
15．商品を仕入れ、品物とともに次の請求書を受け取り、代金は後日支払うこととした。なお、消費税の会計処

理は税抜方式によっている。 
請求書 

北海道物産株式会社 御中 
九州畜産株式会社 

品物 kg kg 単価 金額 
佐賀牛ステーキ A5 ランク 20 20,000 ￥ 400,000 
宮崎牛ステーキ A5 ランク 20 15,000 ￥ 300,000 
豊後牛ステーキ A5 ランク 40 16,000 ￥ 640,000 
 消費税  ￥  134,000 
 合計 ￥1,474,000 

X01 年 5 月 31 日までに合計額を下記口座へお振込み下さい。 
 九州銀行福岡支店 普通 11223344 キュウシュウチクサン（カ 

  ア．売上 イ．仕入 ウ．売掛金 エ．買掛金 
  オ．未払金 カ．仮受消費税 キ．仮払消費税 ク．租税公課 
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 仕         訳 
借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

9 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

10 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

11 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

12 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

13 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

14 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

15 

（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  
（   ）  （   ）  

 
  

パブロフ簿記3級アプリ 模擬試験2024③

4



第 2 問（20 点） 
（１）次の［資料］にもとづいて、（ア）から（エ）に入る適切な金額を、（A）には適切な用語を解答欄に記入

しなさい。定額法にもとづき減価償却が行われており、減価償却費は月割計算による。なお、当社の決算日は毎

年 3 月 31 日である。 
 
［資料］ 

  固 定 資 産 台 帳 X07 年 3 月 31 日現在 

取得年月日 用途 
期 末 

数 量 

耐 用 

年 数 

期首(期中取得) 

取 得 原 価 

期 首 

減価償却累計額 

差引期首(期中 

取得)帳簿価額 

当 期 

減価償却費 

備品        
X03 年 4 月 1 日 備品 X 1 8 年 6,400,000 2,400,000 4,000,000 800,000 
X06 年 2 月 1 日 備品 Y 2 6 年 3,240,000 90,000 3,150,000 540,000 
X06 年 10 月 1 日 備品 Z 3 5 年 6,000,000 0 6,000,000 600,000 

小 計    15,640,000 2,490,000 13,150,000 1,940,000 
        

 
 

備    品 
日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 

X06 4 1 前 期 繰 越 ( ア ) X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) 
 10 1 当 座 預 金 ( イ )      
    ( )      ( ) 

 
 

備品減価償却累計額 
日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 

X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) X06 4 1 前 期 繰 越 ( ウ ) 
     X07 3 31 ( A ) ( エ ) 
    ( )     ( ) 

 
 
（２）下記の各取引について、解答欄の各伝票に起票しなさい。なお、当社は 3 伝票制を採用しており、商品売

買取引の処理は 3 分法により行っている。 
問 1 商品を￥580,000 で仕入れ、代金のうち￥180,000 を現金で支払い、残額は掛けとした。 
問 2 商品を￥740,000 で売り上げ、代金は掛けとした。また、顧客負担の送料￥5,000 を現金で支払い、出金伝

票で掛代金に含める記録を行った。 
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（１） 

ア  イ   ウ  

エ  A     

 

（２） 

問 1 

 出 金 伝 票  

科 目 金 額 

買掛金  

 

問 2 

出 金 伝 票  

科 目 金 額 

  

 

 
  

 振 替 伝 票  

借方科目 金 額 貸方科目 金 額 

    

 振 替 伝 票  

借方科目 金 額 貸方科目 金 額 
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第 3 問（35 点） 
 次の決算整理事項等にもとづいて、解答欄の精算表を完成しなさい。なお、会計期間は X1 年 4 月 1 日から X2
年 3 月 31 日までの 1 年間である。 
 
決算整理事項等 
1． 小口現金係から次のとおり小口現金を使用したことが報告されたが、未記帳であった。なお、この報告にも

とづく補給は翌期に行うこととした。 
  使用済みの文房具￥6,000  電車賃￥9,000 
2．当期に仕入れていた商品￥140,000 を決算日前に返品し、同額を掛代金から差し引くこととしたが、この取引

が未記帳であった。 
3．残高試算表欄の土地の 30％は売却済みであったが、代金￥2,600,000 を仮受金としたのみであるため、適切

に修正する。 
4．残高試算表欄の保険料のうち￥360,000 は X1 年 8 月 1 日に向こう 1 年分として支払ったものであるが、X2
年 2 月中に解約した。保険会社から 3 月 1 日以降の保険料が月割で返金される旨の連絡があったため、この分

を未収入金へ振り替える。 
5．期末商品棚卸高￥660,000（上記 2 の返品控除後）である。売上原価は「仕入」の行で計算するが、期末商品

棚卸高については返品控除後の金額を用いる。 
6．受取手形および売掛金の期末残高合計に対して 2％の貸倒引当金を差額補充法により設定する。 
7．建物および備品について次のとおり定額法で減価償却を行う。 
  建物：残存価額は取得原価の 10％、耐用年数 24 年 
  備品：残存価額ゼロ、耐用年数 5 年 
8．購入時に費用処理した郵便切手の未使用高が￥50,000 あるため、適切な勘定へ振り替える。 
9．給料の未払分が￥92,000 ある。 
10．手形借入金は当期の 2 月 1 日に借入期間 1 年、利率年 4.5％で借り入れたものであり、借入時に 1 年分の利

息が差し引かれた金額を受け取っている。そこで、利息の前払分を月割により計上する。 
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 精 算 表  

勘 定 科 目 
残 高 試 算 表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 
現 金 560,000      

 

 

小 口 現 金 70,000      

 

 

普 通 預 金 640,000      

 

 

受 取 手 形 840,000   

 

  

 

 

売 掛 金 600,000   

 

  

 

 

繰 越 商 品 960,000  
  

  

 

 

建 物 1,600,000   

 

    

備 品 1,500,000      

 

 

土 地 8,000,000      

 

 

買 掛 金  1,020,000 
 

   

 

 

手 形 借 入 金  2,000,000     

 

 

仮 受 金  2,600,000      

 

貸 倒 引 当 金  20,000 
 

    

 

建物減価償却累計額  780,000  

 

   

 

備品減価償却累計額  560,000  

 

   

 

資 本 金  3,000,000 
 

     

繰 越 利 益 剰 余 金  2,820,000  

 

   

 

売 上  13,000,000  

 

   

 

仕 入 8,460,000   

 

   

 

        

 

給 料 1,200,000     

 

  

旅 費 交 通 費 160,000  
 

  

 

  

支 払 家 賃 360,000   

 

 

 

  

保 険 料 600,000    

 

   

消 耗 品 費 40,000        

通 信 費 120,000    

 

   

支 払 利 息 90,000   

  

   

 25,800,000 25,800,000       

固 定 資 産 売 却 (  )   
   

   

未 収 入 金   
 

 

 

   

貸 倒 引 当 金 繰 入   
 

 

 

   

減 価 償 却 費   
 

   

 

 

（ ）   
 

   

 

 

（   ） 給 料   
 

   

 

 

（   ） 利 息    

 

   

 

当 期 純 （   ）     
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第 1 問（45 点）  

配点：各 3点×15 
 仕         訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 
キ 

カ 

20,000 

380,000 

ア 400,000 

2 
エ 

オ 

21,000,000 

9,000,000 

ウ 30,000,000 

3 
ア 

ウ 

35,000 

5,000 

カ 40,000 

4 ア 930,000 エ 930,000 

5 オ 60,000 カ 60,000 

6 イ 161,000 エ 161,000 

7 
ク 

イ 

6,400 

18,200 

エ 24,600 

8 
ク 

カ 

139,000 

139,000 

イ 278,000 

9 ウ 119,000 キ 119,000 

10 イ 95,000 エ 95,000 

11 
ク 

キ 

70,000 

7,000 

ア 

オ 

15,400 

61,600 

12 
ウ 

イ 

500,000 

500,000 

エ 1,000,000 

13 
オ 

エ 

1,200 

48,800 

ウ 50,000 

14 
ウ 

キ 

ア 

150,000 

300,000 

150,000 

ク 600,000 

15 
イ 

キ 

1,340,000 

134,000 

エ 1,474,000 
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第 2 問（20 点） 

（１） 

              配点：各 2点×5 

ア 9,640,000 イ 6,000,000 ウ 2,490,000 

エ 1,940,000 A 減価償却費   

 

（２） 

配点：（1）5点、（2）5点 

問 1 

出金伝票 

科 目 金 額 

買掛金 180,000 

 

問 2 

出金伝票 

科 目 金 額 

売掛金 5,000 

 

  

振替伝票 

借方科目 金 額 貸方科目 金 額 

仕入 580,000 買掛金 580,000 

振替伝票 

借方科目 金 額 貸方科目 金 額 

売掛金 740,000 売上 740,000 
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第 3 問（35 点）                       配点：各 2点×16 

（勘定科目と金額が一致して 2点） 

           配点：3点×1   
 精 算 表  

勘 定 科 目 
残 高 試 算 表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 560,000      560,000  

小 口 現 金 70,000   15,000   55,000  

普 通 預 金 640,000      640,000  

受 取 手 形 840,000      840,000  

売 掛 金 600,000      600,000  

繰 越 商 品 960,000  660,000 960,000   660,000  

建 物 1,600,000      1,600,000  

備 品 1,500,000      1,500,000  

土 地 8,000,000   2,400,000   5,600,000  

買 掛 金  1,020,000 140,000     880,000 

手 形 借 入 金  2,000,000      2,000,000 

仮 受 金  2,600,000 2,600,000      

貸 倒 引 当 金  20,000  8,800    28,800 

建 物 減 価 償 却 累 計 額  780,000  60,000    840,000 

備 品 減 価 償 却 累 計 額  560,000  300,000    860,000 

資 本 金  3,000,000      3,000,000 

繰 越 利 益 剰 余 金  2,820,000      2,820,000 

売 上  13,000,000    13,000,000   

仕 入 8,460,000  960,000 140,000 8,620,000    

    660,000     

給 料 1,200,000  92,000  1,292,000    

旅 費 交 通 費 160,000  9,000  169,000    

支 払 家 賃 360,000    360,000    

保 険 料 600,000   150,000 450,000    

消 耗 品 費 40,000  6,000  46,000    

通 信 費 120,000   50,000 70,000    

支 払 利 息 90,000   75,000 15,000    

 25,800,000 25,800,000       

固 定 資 産 売 却 ( 益 )    200,000  200,000   

未 収 入 金   150,000    150,000  

貸 倒 引 当 金 繰 入   8,800  8,800    

減 価 償 却 費   360,000  360,000    

（ 貯 蔵 品 ）   50,000    50,000  

（ 未 払 ） 給 料    92,000    92,000 

（ 前 払 ） 利 息   75,000    75,000  

当 期 純 （ 利 益 ）     1,809,200   1,809,200 

   5,110,800 5,110,800 13,200,000 13,200,000 12,330,000 12,330,000 
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模擬試験 2024③ 解説 
第 1 問の仕訳は 1 問 1 分程度で解けるように、スピードを意識して問題を解きましょう。 
 

 採点結果 /  配点 解答時間 / 目標 
第 1 問 点 /  45 点 分 / 15 分 
第 2 問 点 /  20 点 分 / 18 分 
第 3 問 点 /  35 点 分 / 27 分 
合 計 点 / 100 点 分 / 60 分 

第 1 問 仕訳問題 

1．クレジット売掛金 
❶商品を売ったので、右に売上を書く。 /売上 400,000 
❷クレジット手数料が発生したので、支払手数料が増
える。左に書く。 
 400,000×5％＝20,000 

支払手数料 20,000 / 売上 400,000 

❸差額がクレジット売掛金なので、左に書く。 
 400,000－20,000＝380,000 

支払手数料    20,000 / 売上 400,000 
クレジット売掛金 380,000  

 
2．建物の修繕（資本的支出と収益的支出） 
❶建物の資産価値を高める支出額は資本的支出なの
で、建物が増える。左に書く。 

建物 21,000,000 /  

❷建物の現状維持するための支出額は収益的支出なの
で、修繕費が増える。左に書く。 

建物 21,000,000 /  
修繕費 9,000,000 

❸普通預金から支払ったので、普通預金が減る。右に
書く。 

建物 21,000,000 / 普通預金 30,000,000 
修繕費 9,000,000 

 
3．貸倒れ 
❶売掛金が回収できないので、売掛金を減らす。右に
売掛金を書く。 

/売掛金 40,000 

❷貸倒引当金を全額取り崩すので、左に書く。 貸倒引当金 35,000 / 売掛金 40,000 
❸不足額は貸倒損失を使う。貸倒損失が増えるので、
左に書く。 
 40,000－35,000＝5,000 

貸倒引当金 35,000 / 売掛金 40,000 
貸倒損失  5,000  

 
4．建物の取得 
❶建物が増えるので、左に書く。取得原価は仲介手数
料を含める。 
 900,000＋30,000＝930,000 

建物 930,000 /  

❸小切手を振り出したので、当座預金が減る。右に書
く。 

建物 930,000 / 当座預金 930,000 
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5．償却債権取立益 
❶普通預金が増えるので、左に書く。 普通預金 60,000 / 
❷前期に貸倒れ処理した売掛金を、当期に一部回収し
たので、償却債権取立益を使う。償却債権取立益が増
えるので、右に書く。 

普通預金 60,000 / 償却債権取立益 60,000 

 
6．受取手形の決済 
❶当座預金口座に入金されたので、当座預金が増える。
左に書く。 

当座預金 161,000 / 

❷「取立依頼していた約束手形」とは、受取手形であ
る。当座預金口座に入金されたということは、以前に
商品を販売した代金として約束手形を受け取っていた
と判断できる。受け取った約束手形は受取手形という
勘定科目で仕訳していたはずである。 
受取手形が決済されたので、受取手形が減るため、右
に書く。 

当座預金 161,000 / 受取手形 161,000 

 
7．貯蔵品の再振替仕訳 
❶前期末の決算で次のような決算整理仕訳を行ってい
るはずである。 
 6,400＋18,200＝24,600 
 貯蔵品 24,600 / 通信費   6,400 
         租税公課 18,200 

 

❷当期首の再振替仕訳は、前期末の決算整理仕訳（上
記❶）の逆仕訳を書く。 

通信費   6,400 / 貯蔵品 24,600 
租税公課 18,200 

 
8．社会保険料の納付 
❶普通預金が減るので、右に書く。 / 普通預金 278,000 
❷従業員負担分は、社会保険料預り金を減らす。社会
保険料預り金は負債の勘定科目でホームポジションは
右側。社会保険料預り金が減るので、左に書く。 

社会保険料預り金 139,000 / 普通預金 278,000 

❸会社負担分は、法定福利費を使う。法定福利費が増
えるので、左に書く。なお、法定福利費は費用の勘定
科目でホームポジションは左側。 
 278,000－139,000＝139,000 

社会保険料預り金 139,000 / 普通預金 278,000 
法定福利費    139,000  

 
9．電子記録債務 
❶買掛金を支払ったので、買掛金が減る。左に書く。 買掛金 119,000 / 
❷「取引銀行を通じて債務の発生記録を行った」ため、
電子記録債務が発生する。電子記録債務が増えるので、
右に書く。 

買掛金 119,000 / 電子記録債務 119,000 
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10．当座借越 
❶「当座預金勘定の残高が￥95,000（貸方）」なので、
マイナスの残高である。つまり、当座預金のマイナス
残高とは、銀行からにお金を借りている状況である。
このため、決算で当座預金のマイナス残高を「借入金」
か「当座借越」に振り替える必要がある。 

 

❶「当座預金勘定の残高が￥95,000（貸方）」なので、
マイナスの残高である。当座預金を△95,000→0 にす
るため、左に当座預金を書く。 

当座預金 95,000 / 

❷勘定科目の選択肢を見ると「借入金」がなく、「当座
借越」があるため、本問では当座借越を使う。当座借
越は負債の勘定科目でホームポジションは右側。当座
借越が増えるので、右に書く。 

当座預金 95,000 / 当座借越 95,000 

 
11．仕入と消費税 
❶商品を仕入れたので、左に仕入と書く。 仕入 70,000 / 
❷消費税を支払うので、仮払消費税を使う。左に仮払
消費税と書く。 
 70,000×10%＝7,000 

仕入   70,000 / 
仮払消費税 7,000 

❸支払う金額の総額を計算する。 
 70,000＋7,000＝77,000 
総額 77,000 のうち 2 割は内金として前払金に計上さ
れている。前払金が減るので、右に前払金と書く。 
 77,000×0.2＝15,400 

仕入   70,000 / 前払金 15,400 
仮払消費税 7,000 

❹残りは後払いなので、右に買掛金を書く。 
 77,000－15,400＝61,600 

仕入   70,000 / 前払金 15,400 
仮払消費税 7,000  買掛金 61,600 

 
12．複数口座 
❶管理のために口座ごとに勘定を設定しているので、
当座預金南北銀行、当座預金東西信用金庫の勘定科目
を使う。それぞれが増えるので、左に書く。 

当座預金南北銀行  500,000 / 
当座預金東西信用金庫 500,000 

❷現金を預けたので、現金が減る。右に現金と書く。 
 500,000＋500,000＝1,000,000 

当座預金南北銀行  500,000 / 現金 1,000,000 
当座預金東西信用金庫 500,000 

 
13．旅費の精算 
❶旅費の概算額は仮払金に計上済み。仮払金を 50,000
→0 にするので、右に書く。 

/ 仮払金 50,000 

❷現金を受け取ったので、左に書く。 現金 1,200 / 仮払金 50,000 
❸差額が旅費交通費なので、左に書く。 
 50,000－1,200＝48,800 

現金    1,200 / 仮払金 50,000 
旅費交通費 48,800  
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14．不動産の賃借 
❶家賃を支払ったので、左に支払家賃と書く。 支払家賃 150,000 / 
❷敷金を支払ったので、差入保証金を使う。差入保証
金が増えるので、左に書く。 

支払家賃 150,000 / 
差入保証金 300,000 

❸仲介手数料を支払ったので、左に支払手数料と書く。 支払家賃 150,000 / 
差入保証金 300,000 
支払手数料 150,000 

❹普通預金から振り込んだので、右に普通預金を書く。 
 150,000＋300,000＋150,000＝600,000 

支払家賃 150,000 / 普通預金 600,000 
差入保証金 300,000 
支払手数料 150,000 

 
15．請求書（仕入と消費税） 
❶商品を仕入れたので、左に仕入と書く。 
 400,000＋300,000＋640,000＝1,340,000 

仕入  1,340,000 / 

❷消費税を支払ったので、左に仮払消費税と書く。 仕入  1,340,000 / 
仮払消費税 134,000 

❸代金は後日支払うこととしたので、右に買掛金と書
く。 

仕入   1,340,000 / 買掛金 1,474,000 
仮払消費税 134,000 
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第２問 （１）固定資産の問題 

ステップ１ 資料と備品勘定、備品減価償却累計額勘定を見ると、当期は X06 年 4 月 1 日～X07 年 3 月 31 日
までの 1 年間とわかります。 

固定資産台帳の金額を使い、当期の X06 年 10 月 1 日期中仕訳と X07 年 3 月 31 日決算整理仕訳を書きます。 
 X06 年 10 月 1 日 備品 6,000,000/当座預金 6,000,000 ←イ 
 X07 年 3 月 31 日 減価償却費 1,940,000/備品減価償却累計額 1,940,000 ←A、エ 
 

  固 定 資 産 台 帳 X07 年 3 月 31 日現在 

取得年月日 用途 
期 末 

数 量 

耐 用 

年 数 

期首(期中取得) 

取 得 原 価 

期 首 

減価償却累計額 

差引期首(期中 

取得)帳簿価額 

当 期 

減価償却費 

備品        
X03 年 4 月 1 日 備品 X 1 8 年 6,400,000 2,400,000 4,000,000 800,000 
X06 年 2 月 1 日 備品 Y 2 6 年 3,240,000 90,000 3,150,000 540,000 
X06 年 10 月 1 日 備品 Z 3 5 年 6,000,000 0 6,000,000 600,000 

小 計    15,640,000 2,490,000 13,150,000 1,940,000 
        

 
備    品 

日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 

X06 4 1 前 期 繰 越 ( ア ) X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) 

 10 1 当 座 預 金 ( イ )      
    ( )      ( ) 

 
備品減価償却累計額 

日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 
X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) X06 4 1 前 期 繰 越 ( ウ ) 

     X07 3 31 ( A ) ( エ ) 
    ( )     ( ) 
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ステップ２ 解答欄の備品勘定と備品減価償却累計額勘定を記入します。ステップ１の仕訳を記入します。 
これで A、イ、エが記入できました。 

 X06 年 10 月 1 日 備品 6,000,000/当座預金 6,000,000 
 X07 年 3 月 31 日 減価償却費 1,940,000/備品減価償却累計額 1,940,000 
 

備    品 
日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 

X06 4 1 前 期 繰 越 ( ア ) X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) 
 10 1 当 座 預 金 (  6,000,000)      
    ( )      ( ) 

 
備品減価償却累計額 

日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 
X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) X06 4 1 前 期 繰 越 ( ウ ) 

     X07 3 31 ( 減 価 償 却 費 ) (  1,940,000) 
    ( )     ( ) 

 
ステップ３ 固定資産台帳の「期首取得原価」「期首減価償却累計額」を書き写します。 

これでア、ウが記入できました。 
 

  固 定 資 産 台 帳 X07 年 3 月 31 日現在 

取得年月日 用途 
期 末 

数 量 

耐 用 

年 数 

期首(期中取得) 

取 得 原 価 

期 首 

減価償却累計額 

差引期首(期中 

取得)帳簿価額 

当 期 

減価償却費 

備品        
X03 年 4 月 1 日 備品 X 1 8 年 6,400,000 2,400,000 4,000,000 800,000 
X06 年 2 月 1 日 備品 Y 2 6 年 3,240,000 90,000 3,150,000 540,000 
X06 年 10 月 1 日 備品 Z 3 5 年 6,000,000 0 6,000,000 600,000 

小 計    15,640,000 2,490,000 13,150,000 1,940,000 
        

 
備    品 

日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 
X06 4 1 前 期 繰 越 (  9,640,000) X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) 

 10 1 当 座 預 金 (  6,000,000)      
    ( )      ( ) 

 
備品減価償却累計額 

日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 
X07 3 31 次 期 繰 越 ( ) X06 4 1 前 期 繰 越 (  2,490,000) 

     X07 3 31 ( 減 価 償 却 費 ) (  1,940,000) 
    ( )     ( ) 
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＜参考＞すべて記入した総勘定元帳 
 

備    品 
日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 

X06 4 1 前 期 繰 越 (  9,640,000) X07 3 31 次 期 繰 越 (15,640,000)  
 10 1 当 座 預 金 (  6,000,000)      
    (15,640,000)      (15,640,000)  

 
備品減価償却累計額 

日付 摘要 借方 日付 摘要 貸方 
X07 3 31 次 期 繰 越 (  4,430,000) X06 4 1 前 期 繰 越 (  2,490,000) 

     X07 3 31 ( 減 価 償 却 費 ) (  1,940,000) 
    (  4,430,000)     (  4,430,000) 

 
 

（２）伝票会計の問題 

問 1 一部現金取引の問題です。解答欄の出金伝票に最初から「買掛金」と記入されているため、「取引の全額を
いったん掛けとする方法」とわかります。仕訳を書き、解答欄に記入します。 

 仕入 580,000 / 買掛金 580,000 ← 振替伝票 
 買掛金 180,000 / 現金 180,000 ← 出金伝票 
 
参考：取引を分解する方法の場合、下記の仕訳となり、出金伝票は「仕入」が記入されます。 
 仕入 400,000 / 買掛金 400,000 ←振替伝票 
 仕入 180,000 / 現金 180,000  ←出金伝票 
 
問 2 売上と売上諸掛（顧客負担）の問題です。顧客負担の売上諸掛は「掛代金に含める」と指示がありますの

で、売掛金を使って仕訳をします。仕訳を書き、答案用紙に記入します。 
 売掛金 740,000 / 売上 740,000  ←振替伝票 

売掛金 5,000 / 現金 5,000    ←出金伝票 
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第 3 問 精算表の問題 

ステップ１ 下書きに決算整理事項の仕訳を書きます。 
１．小口現金の未記帳 
 使用済みの文房具は「消耗品費」、電車賃は「旅費交通費」を使います。小口現金が減るので、右に書きます。 
 
２．仕入返品の未記帳 
 仕入れた商品を返品したので、仕入と買掛金を減らします。 
 
３．土地の修正 
 土地の売却の仕訳を書きます。残高試算表欄の土地を 30％売ったので、8,000,000×30％＝2,400,000 の土
地が減るので、右に土地を書きます。仮受金を 2,600,000→0 にするので、仮受金が減り、左に仮受金を書きま
す。差額が右側なので、固定資産売却益を使います。 
 
４．保険料の修正 
 契約した 8 月から解約した 2 月までの 7 か月分の保険料は返金されませんが、3 月から 7 月までの 5 か月分
の保険料が返金されます。このため、保険料を減らすので、右に書きます。未収入金に振り替えるので、左に未
収入金を書きます。 
 
 X1/4/1         X1/8/1          X2/3/1    X2/7/31 
 
 
                   12 か月分の保険料が支払い済み 
 
                             5 か月分が返金 

保険料の返金額 360,000÷12 か月×5 か月＝150,000 
 
５．売上原価の計算 
 「しーくりくりしー」の決算整理仕訳を書きます。精算表の繰越商品 960,000 を使います。 
 
＜仕訳＞ 
１． 消 耗 品 費 

旅 費 交 通 費 
6,000 
9,000 

小 口 現 金 15,000 

     
２． 買 掛 金 140,000 仕 入 140,000 
     
３． 仮 受 金 2,600,000 土 地 

固 定 資 産 売 却 益 
2,400,000 

200,000 
     
４． 未 収 入 金 150,000 保 険 料 150,000 
     
５． 仕 入 

繰 越 商 品 
960,000 
660,000 

繰 越 商 品 
仕 入 

960,000 
660,000 
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６．貸倒引当金 
 下書きを書き、貸倒引当金繰入の金額を求めます。 
要引当額 

受取手形 840,000×2％＝16,800 
 売掛金  600,000×2％＝12,000 
 
            繰入＋8,800 
 貸倒引当金 20,000           28,800 
 
７．建物、備品の減価償却 
 建物、備品の減価償却費を計算します。 
 建物の減価償却費（1,600,000－1,600,000×10％）÷24 年＝60,000 

備品の減価償却費 1,500,000÷5 年＝300,000 
 
８．貯蔵品への振り替え 
 購入時に費用処理した郵便切手が未使用だったので、通信費を減らし、貯蔵品を増やします。 
 
９．給料の未払い 
 給料の未払分があるので、給料を増やします。左に給料を書きます。右に未払給料を書きます。 
 
10．支払利息の前払い 
 下書きを書き、状況を整理します。支払利息のうち、翌期分 10 か月が前払いの状態。支払利息を減らすので、
右に書き、左に前払利息を書きます。 
 
 X1/4/1         X2/2/1  X2/3/31           X3/1/31 
 
 
                   12 か月分を支払い済み 
 
                         10 か月分が前払い 

前払利息 2,000,000×4.5％÷12 か月×10 か月＝75,000 
 
＜仕訳＞ 
６． 貸 倒 引 当 金 繰 入 8,800 貸 倒 引 当 金 8,800 
     
７． 減 価 償 却 費 360,000 建物減価償却累計額 

備品減価償却累計額 
60,000 

300,000 
     
８． 貯 蔵 品 50,000 通 信 費 50,000 
     
９． 給 料 92,000 未 払 給 料 92,000 
     
10． 前 払 利 息 75,000 支 払 利 息 75,000 
  

28,800 

パブロフ簿記3級アプリ 模擬試験2024③

20



ステップ２ 先程のステップ１で下書きに書いた仕訳を、精算表の修正記入欄に書き写します。書き写した後に
仕訳に✓を付けると、写し漏れを減らすことができます。 
 
ステップ３ 精算表の損益計算書と貸借対照表を記入します。当期純利益は次のように計算します。 
 
 収益 13,000,000＋200,000＝13,200,000 
 費用 8,620,000＋1,292,000＋169,000＋360,000＋450,000＋46,000＋70,000＋15,000＋8,800 
    ＋360,000＝11,390,800 
 当期純利益 13,200,000－11,390,800＝1,809,200 
 
当期純利益 1,809,200 を損益計算書の借方に書き、同じ金額を貸借対照表の貸方に書き写します。 
 
最後に合計欄を計算します。 
 

パブロフ簿記3級アプリ 模擬試験2024③

21


	boki3_2024_03_1_問題文
	boki3_2024_03_2_解答
	boki3_2024_03_3_解説



